
令和５年度 商業振興補助事業審査委員会（第３回）議事録 
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１ 日 時  令和５年６月 27日(火)13時 45分～14時 45分 

 

２ 場 所  横須賀市役所３号館３階 302会議室 

 

３ 出席委員 大場 保男 (中小企業診断士) 

為崎 緑  (中小企業診断士) 

渡利 恭明 (中小企業診断士) 

安食 静二 (INPIT神奈川県知財総合支援窓口) 

佐藤 廣  (横須賀商工会議所産業・地域活性課長) 

熊澤 彰  (横須賀市文化スポーツ観光部商業振興課長) 

 

４ 事務局  文化スポーツ観光部商業振興課 三本木主査、水野、櫻井 

 

５ 傍聴者  ０名 

 

６ 議事内容：商店街にぎわいづくり事業補助金の審査について 

(１)審査スケジュールについて 

(事務局) 

本日は、にぎわいづくりイベント事業３団体の審査を予定している。（※資料

２参照） 

 

(２)審査方法について（※資料３参照） 

（事務局） 

【にぎわいづくりイベント事業】 

にぎわいづくりイベント事業は採点を行わず、より良い事業を実施するための

意見や助言等をいただきたい。 

 

(３)にぎわいづくりイベント事業 

 (ア) 北久里浜商店街振興組合（※資料４参照） 

（委員） 

川柳大募集について、今後も拡大していくつもりか。 

（北久里浜商店街振興組合） 

はい、600件の川柳が集まった。 

（委員） 

審査結果ははまかぜに掲載となっているが、 

商店街の中には掲示しないのか。 

（北久里浜商店街振興組合） 

商店街に投票箱があるので、掲示も考えたい。 

（委員） 

優秀作品を長期で掲示する、各店が気に入ったものを掲示する等で、 
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川柳をやっている街だと伝わると良い。 

ターゲット層はどこになるか。 

（北久里浜商店街振興組合） 

Webからは 40代～、投票箱からは 60代～が多い。 

（委員） 

川柳だけで俳句はやらないのか。 

（北久里浜商店街振興組合） 

以前仲間内で実施したが、ルールが多く難しいため、 

敷居が高くなってしまう。また、審査するほうも難しい。 

（委員） 

桜まつりについて、交通公園で実施するということだが、 

商店街エリアとの分断の懸念がある。 

（北久里浜商店街振興組合） 

桜まつりのない商店街は魅力がないと地域の人から言われるくらい 

認知の高いイベントなので、よりよくする工夫をしたい。 

以前道路を封鎖したが、警察から困るといわれてしまった。 

道路の封鎖による分断や出店については、今後の課題として議論する。 

（委員） 

クリーンキャンペーンは地域住民も巻き込んで行うのか。 

（北久里浜商店街振興組合） 

コロナ前まではそうだった。 

（委員） 

環境意識を高めるのは社会現象になっているので、 

近隣の会社も巻き込んで行えるとよりよい。 

例えば、ごみ袋にイラストを描いたり、ごみの量を競うなど、 

ゲーム感覚で行ってみても面白い。 

 

（イ）上町商店街連合会（※資料４参照） 

（委員） 

うわまつりについて、昨年と同様に大学ゼミとコラボはあるか。 

（上町商店街連合会） 

アンガージュマン経由で立教大の薬師丸ゼミを紹介してもらっているが、

今年連携できるかは大学次第。 

（委員） 

昨年商店街ツアーに参加した人の反応はどうだったか。 

（上町商店街連合会） 

商店街の店舗は入りにくいイメージがあったようだが、 

店主側が案内してくれるので払拭できたということ。 

（委員） 

商店街ツアーの時間は短くないか。 
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（上町商店街連合会） 

お店の話が長いので 3.4店舗が限界。 

（委員） 

１ツアーに参加したら他の店舗も入りたいと思うのではないか。 

他の店もめぐってもらえるように、看板をつくって誘導することで、 

さらに集客が増えるのではないか。 

大学生とのコラボレーションとして 

若者の視点でガイドしてもらうのも面白いかもしれない。 

（上町商店街連合会） 

空き店舗対策も大学生と進められるかもしれない。 

（委員） 

今後も大学と連携を密にとるようにしてください。 

ハロウィンイベントについては、 

SNSの活用が盛り上がっているので、 

後押しする取り組みを検討ください。 

現状として店を周遊させる取り組みはしているか。 

（上町商店街連合会） 

カラーコーンを目印にお菓子をもらえるようにしている。 

（委員） 

スタンプラリーも活用することで、 

各店でスタンプためる→くじを引ける→各店賞があたる 

→景品は展示して並べておく→当選したら店舗にとりにいく 

という流れつくり、商店街店舗の PRと、 

こんな商品を売っているという PRになる。 

 

（ウ）衣笠商店街振興組合（※資料４参照） 

（委員） 

直近で実施したイベントの状況はどうか。 

（衣笠商店街振興組合） 

こどもの日に合わせて初めてイベントを実施。想定以上の集客。 

こどもはバルーンアートと塗り絵に喜んでいた。 

（委員） 

来年も行うのであれば子ども自身での企画や運営は考えられているか？ 

子どもの友達や親族の来店につながる。 

（衣笠商店街振興組合） 

別件で衣笠の小学生に三浦一族の紹介をお願いしたら 

素晴らしいものになったので検討します。 

（委員） 

より良いイベントにするために、 

事前にお店の勉強をさせてあげると良いと思います。 
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（委員） 

みんなでラジオ体操について、 

オリジナル体操をつくる計画はありますか。 

現在そういった活動は流行っている。 

（衣笠商店街振興組合） 

まずは一般的なラジオ体操でやってみるが考えてみたい。 

（委員） 

頻度はどのくらいか。 

（衣笠商店街振興組合） 

月曜と金曜。場所はアーケード内での実施。 

（委員） 

決まった時間に突然音楽が流れてもやらないので、 

お店の人が率先して盛り上げようとする姿勢が大切。 

ポイント事業の課題はなにか。 

（衣笠商店街振興組合） 

大型店がないこと。加盟店が少ないこと。大型店がないのは、ある意味、 

みんなが集めた会費を吸われないという意味ではよい。 

現在過渡期でポイント事業をやめるか、改善するか、検討中 

（委員） 

さくらイベントについて、各店の具材を持ち合わせて、 

商店街ならではのお花見弁当をつくってみたらどうか。 

（衣笠商店街振興組合） 

以前もお弁当をつくったことはある。 

お店側に一任しており、各店のコラボレーションには至っていない。 

（委員） 

衛生面の懸念はあるが、 

各店の具材の名称と提供している店舗名を明示することで、 

各店の PRにつなげることもできる。 

昨年整備したロータリーの活用は進んでいますでしょうか。 

（衣笠商店街振興組合） 

ハロウィンイベントのスタンプポイントにするなど、 

今後広いロータリーを使ったイベントで活用できると思う。 

（委員） 

衣笠には今後も三浦一族の聖地として 

補助金を活用しながらイベント等も頑張っていただきたい。 

 

（４）その他 

（事務局） 

今後の審査会スケジュールについては、後日調整をさせていただく。 

以上で商業振興補助事業（第３回）を終了する。 


